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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
平

成
二
十
二
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、
私
が
昨
年
四
月
、
市
長

に
就
任
し
て
か
ら
八
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
長
引
く
経
済

不
況
に
よ
る
デ
フ
レ
の
進
行
や
雇
用
情
勢

の
悪
化
、
そ
し
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
大
流
行
な
ど
が
日
本
経
済
や
国
民
生
活

に
大
き
な
打
撃
と
影
響
を
与
え
た
年
で
あ

り
、
ま
た
、
国
の
舵
取
り
が
自
由
民
主
党

か
ら
民
主
党
へ
交
代
し
た
変
化
の
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。　

　

一
方
、
本
市
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
国

と
同
じ
よ
う
に
市
政
の
舵
取
り
が
交
代
す

る
と
い
う
変
化
の
年
で
あ
り
、
私
が
市
長

就
任
に
あ
た
り
皆
様
と
お
約
束
し
た
「
太

陽
の
よ
う
に
明
る
い
ま
ち
・
石
巻
」
を
実

現
す
る
た
め
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
り
ま

し
た
。

　

私
は
、市
民
本
位
の
そ
し
て
市
民
と
行

政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、厳
し
い
財

政
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
市
役
所
新

庁
舎
の
当
初
計
画
を
見
直
し
、市
民
開
放

ス
ペ
ー
ス
の
拡
充
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
若
者
達
の
新
た
な
雇
用
を
確
保

す
る
た
め
に
太
陽
光
を
活
用
し
た
地
域
づ

く
り
の
取
り
組
み
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、

「
移
動
市
長
室
」
や
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
」、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
な
ど
を

通
じ
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
や
各
種
団
体

の
方
々
か
ら
、
市
政
に
対
す
る
貴
重
な
ご

意
見
を
頂
戴
す
る
機
会
を
積
極
的
に
設
け

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
市
民
の
皆
様
と
の
直
接
の
ふ
れ
あ

い
は
、「
生
活
者
起
点
」、「
市
民
参
加
」
の

市
政
を
目
指
す
私
の
市
政
運
営
の
原
点
で

あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
市
長
と
し
て
の
使
命
は
「
市
民

の
皆
様
が
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
、

こ
の
ま
ち
に
住
む
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、

健
康
で
楽
し
い
、
充
実
し
た
人
生
を
送
る

こ
と
の
で
き
る
舞
台
づ
く
り
」
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
必
要
な
の
は
、
形
に
と
ら
わ
れ
な
い

自
由
な
発
想
と
市
民
の
目
線
で
即
座
に
実

行
に
移
す
行
動
力
で
あ
り
、「
市
民
の
た

め
の 
市
民
に
よ
る 
新
し
い
石
巻
」を
創
造

す
る
た
め
、
今
後
も
市
政
運
営
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
皆

様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

自分らしく歩く自分らしく歩く

佐々木　 裕 　 子  さん
ゆう こ

（北上地区・昭和２５年生まれ）

　｢寅年のおなごはきかね～ ｣と言

われながらも人生ここまでたどり

着いたことに感慨を覚えます。

　今年は少しでも良いから適正体

重に近づき、元気な毎日を送れる

よう努めたいと思います。そして

何事にも好奇心を失わず、喜びを

大事にしていきたいです。空の色

も、海の色も、その日その日を正直

に映し出すこの地に感謝しながら

自分らしく歩み続けたいと思って

います。今年は寅の威でインフル

エンザが一掃できるといいですね。

何事にもトライ☆何事にもトライ☆

阿　部　 晴 　 也  さん
せい や

( 石巻地区・昭和 61年生まれ )

　仕事の面では、就職して2年目と

なり、仕事の内容も少しずつ覚え

てきたので、さらに、今年は自覚を

持ち何事にも積極的にトライして

いきたいと思います。

　また、現在、ラグビークラブに所

属し、昨年は東北クラブラグビー

選手権に出場しました。しかし、

負けてしまったので、今年は、その

悔しさをもって、昨年より良いプ

レーができるよう精進していきた

いです。

いつまでも若々しくありたいです！いつまでも若々しくありたいです！

佐　藤　 一 　 葉  さん
いち よう

（河北地区・昭和 37年生まれ）

　河北地区長面に嫁いで 25年。楽

しいことつらいこといろいろあり

ましたが、地域・職場・家族・周囲

の仲間たちの協力で、これまで成

長してきました。

　これからも「苦あれば楽あり」を

心掛けながら、ゆっくり年をとっ

て、２人の孫におばあさんなんて

呼ばれないように（笑）いつまでも

はつらつと生活していきたいです。

◇干支の特長　寅は、「行動力抜群・母親のような深い愛情と思いやりを持つ」といわれています。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

石
巻
市
長　

亀　

山　
　

紘
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松　田　 知 　 己  くん
とも き

（雄勝地区・平成 10年生まれ）

　4月から 6年生になり、最高学年

になるので、下級生の手本になれ

るようにがんばりたいと思います。

　野球では、昨年、ジャンボ大会で

1勝することができたので、今年は、

もっと勝てるよう、練習を一生懸

命がんばりたいです。

　それから、苦手な漢字を1つでも

多く書けるようにがんばります。

　また、運動会や修学旅行など小

学校の楽しい思い出をいっぱい作

りたいです。

これまでどおりの生活をこれまでどおりの生活を

高　橋　　　 均  さん
ひとし

（桃生地区・昭和 25年生まれ）

　私もついに今年で還暦を迎えま

す。これを機に何かをしようとい

うのではなく、これまでどおりの

生活ができればいいなと思ってい

ますが、子ども達も全員独立した

ので、夫婦水入らずの旅行なんか

が出来ればいいですね。

　現在、市交通安全指導隊桃生分

隊に在籍していますので、地域住

民の方々が安心して暮らせるよう

に今年も一年がんばりたいと思い

ます。

祝、入学・結婚 10周年祝、入学・結婚 10周年　　
特別な１年に！　　　　　　特別な１年に！

佐　藤　 邦 　 子  さん
くに こ

（石巻地区・昭和 49年生まれ）

　今年は、二男が小学校へ入学し

ます。小学生が２人となり、昨年

とは環境も多少変わりますが、家

族みんなが健康で、明るく笑顔溢

れる１年を送れるよう、夫の協力

をもらいながら、子どもの成長と

ともに家庭と仕事を両立できるよ

うがんばりたいです。

　また、結婚 10周年の節目の年で

もあるので、初心に帰り、新たな気

持ちで特別な１年を過ごしていき

たいですね。

ガンバレ ニッポン！ガンバレ　ニッポン！

渡　辺　 虎 　 藏  さん
とら ぞう

（牡鹿地区・大正 15年生まれ）

　健康に注意して、２週間に１回

の割り合いで地元の診療所に通い

ながら、先生や地域の人たちと話

しをすることが楽しみです。

　これといった新年の抱負はあり

ませんが、今年は日本経済が復調

して2009年よりも良い年になれば

と願っています。

ナイチンゲールを目指してナイチンゲールを目指して

杉　山　 美 　 紅  さん
み く

（河南地区・平成 10年生まれ）

　私の夢は、看護師です。小さい

ころ、ナイチンゲールの伝記を読

んで、私もこんな看護師になりた

いなぁと思いました。

　いろいろなナイチンゲールの本

を読んでいるけれど、「ナイチン

ゲール」という題名を見るとついつ

い読みたくなってしまいます。読

むたびに彼女のことを知り、ます

ます看護師になりたいと思うよう

になりました。

　ナイチンゲールを目指して、勉

強をがんばります。

今
年
今
年
は

寅
年
�!!

年
男
・
年
女
の
皆
さ
ん
に
�

　
　
今
年
の
抱
負
や
将
来
の
夢
�

　
　
　
　
　
　
　
　
を
伺
い
ま
し
た
。�

皆さんの願い、�
かなうといいで�
すね�

◇寅（虎）に関することわざ　　「虎は子を思うて千里を帰る」～親が子を思う気持ちの強さを例えています。


